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１．山本 祐平 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．人員体制の強化

と業務効率化に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口増加による事務作業の増加や多くの課題を抱

える本市においては、職員のスキルアップや専門

職の配置などの人員体制強化が急務である。また

本市は人口に対して職員数が少なく、職員数の増

員も必要だと考える。しかし人材不足・人手不足は

日本の社会的な課題であり、人員を確保して育て

ていくには、教育だけでなく、働きやすい環境づく

りや業務の効率化が重要である。 

それらを踏まえ、以下について伺う。 

 

① 今年度の職員数と専門職の配置状況 

② 部署間の横の連携の現状と課題 

③ 業務効率化への取り組み 

 

２．予算及び決算審

査への姿勢と事

業の精査につい

て 

毎年度、３月定例会では次年度当初予算審査の資

料として主要事業の概要を、９月定例会では決算

審査の資料として主要施策成果報告書が提出され

る。資料の内容は毎回改善している部分もあるが、

前年度の使いまわしの文面や記載内容を把握して

いないなど資料の精度や説明員の理解度に問題が

見受けられる。 

財政状況が厳しい本市においては、優先順位を明

確にした事業の精査が必要と考える。 

それらを踏まえ、以下について伺う。 

 

① 本市における主要事業の定義 

② 令和７年度骨格予算案に提出された主要事業

の説明資料が無かった理由と妥当性 

③ 毎年度の事業精査の現状 
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２．中村 恵輔 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１.過大規模校問

題 を 起 点 と し

た、市全体の教

育環境整備と未

来を見据えた教

育行政の在り方

について 

 

 

 

 

 

市内小中学校の過大規模化は、市の急速な人口増

加と教育施設整備の遅れが生み出した、象徴的な

課題である。一方で、市内には小規模校や施設の老

朽化など、地域ごとに異なる教育環境の課題も存

在している。 

そこで、過大規模校緩和のための緊急対応をはじ

め、ハード・ソフト両面の整備や防災機能強化、教

育人材の配置、ＩＣＴを活用した地域連携、行政間

連携の在り方など、福津市全体の教育環境の底上

げを図る観点から、教育行政の現状と今後の方針

について伺う。 

 

 

２.福津市地球温

暖化対策実行計

画（区域施策編）

を基軸とした福

津型ゼロカーボ

ン戦略の展開に

ついて 

 

令和７年度中に策定予定の福津市地球温暖化対策

実行計画（区域施策編）は、2050年カーボンニュー

トラルの実現に向けた具体的な地域アクションの

指針となる重要な計画である。 

そこで、計画策定の進捗状況、市民や事業者及び教

育・研究機関との連携について、福津市ならではの

地域特性をどう反映させるかを伺う。 
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３．大山 隆之 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．市内における保

育の状況につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年６月定例会の一般質問で、本市の令和６年４

月１日現在の法定待機児童は０人であるが、希望

している園へ入園できずに待機となっている児童

は165人と回答された。現状について以下の点を問

う。 

 

① 現在の法定待機児童数と、希望園待ちの待機児

童数 

② 昨年度行っていた保育士不足と離職防止の取

り組みの結果 

 

 

２．観光スポットの

整備と地域連携

について 

昨今、福津市をメディアで目にすることが多くな

り、宮地嶽神社をはじめ、海岸などが人気スポット

になっている。そこで以下の点を問う。 

 

① 市、ひかりのみちＤＭＯ福津、観光協会との連

携 

② 観光スポットの環境整備の方法 

③ トレッキング客が利用する山道の整備 
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４．中村 清隆 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１.運動する環境

の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市においては、人口が増加傾向にあり非常に喜

ばしい反面、運動をする場所を確保することが困

難なこともある。児童・生徒はもちろん、老若男女、

障がいの有無を問わず、健康の維持や増進のため

に運動する環境整備は重要と考える。今後、市民が

健康であり続けるための運動に関する環境整備に

ついて、以下の点を伺う。 

 

① 健康増進室（健康パラダイス）の現状と課題 

② 本市に無いプールに関する見解 

③ 宗像ユリックス建設当時の本市（旧福間町・旧

津屋崎町）の関わり 

④ 近隣自治体の運動と健康の取り組みを参考に

しているのか 

⑤ 市民が運動を通じて健康であるための今後の

施策 

 

 

２．高齢者の運転免

許証自主返納に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

以前も一般質問したが、その後の対策と今後の課

題について、以下の点を伺う。 

 

① 運転免許証の自主返納状況を把握しているの

か 

② 以前は、返納者に対する特典に柔軟性が無かっ

たが、その後どのようになったか 

③ シニアカーの利用状況と課題 

④ 安心してシニアカーを利用できる環境整備に

関する見解 

 

 

３．市内体育館の空

調設備について 

 

３月定例会でも一般質問したが、再度伺う。近隣自

治体では、体育館の空調設備設置に向けた取り組

みが行われているが、本市の考えは。 
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５．石田 まなみ 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．孤独死や孤立死

の現状を踏まえ

た、地域コミュニ

ティ及び相談体

制の強化につい

て 

近年、孤独死・孤立死の増加が社会問題となってお

り、内閣府は2024年に約2万2千人が死後８日以上

経って発見されたと推計している。65歳以上の高

齢者の単身世帯が７割を占め、若年層でも増加傾

向が見られる。 

福津市においても対策が求められるため、以下の

点について伺う。 

 

(１) 孤独死・孤立死の概念と本市の現状 

(２) 本市の対策について 

① 未然防止のための施策や取り組み 

② 地域、ボランティア団体との連携や事例、今

後の支援策 

(３) 地域コミュニティの現状と課題について 

① 自治会加入率の現状と課題、対策 

② 郷づくりへの住民の参加率と課題、対策 

③ 多世代が地域参画するための施策 

④ 「キッカケラボ」主催の「バスクール」の卒

業生の地域参画の実情と市の評価 

(４) 日常的に孤独や孤立を防ぐ相談支援体制の

あり方について 

① 現在の支援体制と役割 

② 終了した施策とその理由 

③ 今後の早期支援体制づくりへの取り組み方 
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６．井手口 忠信 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．小中学校におけ

る熱中症対策と

しての給水機設

置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、夏季の気温上昇が著しく、全国的に熱中症に

よる児童・生徒の健康被害が社会問題となってい

る。本市においても、児童・生徒の安全を守るため

の対策は喫緊の課題であり、その一環として給水

環境の整備が重要と考える。そこで以下の点につ

いて伺う。 

 

① 現在の給水設備の整備状況 

② これまでに熱中症または熱中症の疑いが発生

した件数 

③ 給水機設置の必要性  

 

 

２.「救急安心カー

ド」の活用につい

て 

高齢化が進む本市において、ひとり暮らしの高齢

者や、持病を抱える方が急病や事故で倒れた際、救

急隊が医療情報の把握ができず、初動対応に時間

を要するケースが懸念されている。近年「救急安心

カード」の活用が各自治体で進められており、命を

守る取り組みとして高く評価されている。そこで

以下の点について伺う。 

 

① 「救急安心カード」あるいは同様の仕組みの活 

用の検討 

② 「救急安心カード」の利用促進 
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７．岩下 豊 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１.地域公共交通の

充実について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 憲法が定める居住・移転および職業選択の自由、生

存権、幸福追求権など関連する人権を集合した新

しい人権が『交通権』と言われている。まさに、交

通は暮らしと命を守る人権であると考える。地域

公共交通の充実を図ることは、住民の人権を守る

役目を担っている地方自治体の使命である。その

観点から以下について本市の考えを伺う。 

 

① 本市の地域公共交通の課題 

② 地域公共交通充実のための今後の取り組み 

③ 路線バス一部廃止地区の住民説明会で出され

た要望とそれに対する対応策 

 

２.新設小学校建設

予定地周辺地域

の安全対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 令和９年４月開校で進めている宮司地区の新設小

学校建設予定地周辺地域の安全性について、詳細

な調査等は未だに行われていない。今後の建設予

定地周辺地域の安全性等に関する調査について、

本市の考えを伺う。 

 

① 昨年７月に防災重点農業用ため池に指定され

た七股池の調査状況 

② 学校建設による手光今川への影響 

③ 令和５年12月定例会で採択した請願書に対す

る市長としての対応 

 

３.敬老祝金の廃止

について 

本市は今年度から88歳・100歳を迎えた方への敬老

祝金を廃止としたが、以下について伺う。 

 

① 敬老祝金の支給目的は何か、また、廃止の説明

を対象者にしたのか 

② 祝金を廃止しなかった場合の令和７年度の対

象者数と費用総額 
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８．倉元 敏徳 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．農業施策につい

 て 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業従事者は高齢化や後継者不足により減少して

おり、その結果、農地の荒廃が進んでいる。この現

状を踏まえ、以下のことを伺う。 

 

① 農業経営基盤強化促進法に基づいて令和７年

３月に策定した地域計画の内容 

② 令和７年度末までに策定される福津市農業振

興地域整備計画の進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．企業誘致につい

 て 

 

 

 

 

 

市にとって企業誘致は多くのメリットがあり、進

めていく必要があると考える。そこで企業誘致に

ついて以下のことを伺う。 

 

① 企業誘致を促進するための条例 

② 企業誘致に向けた産業用地整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．学童保育所につ

いて 

学童保育所に子どもを預けていれば、保護者が安

心して仕事ができる環境を作ることができると考

える。そこで、本市の学童保育所の現状と課題につ

いて伺う。 
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９．佐伯 美保 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．誰一人取り残さ

ない教育環境の

整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰一人取り残されることなく、福津市の子どもたち

が質の高い教育を受けるためには、学習権を保障す

る教育環境が確保されなければならない。 

 

① 学校教育法第３条では、「学校を設置しようとする

者は、学校の種類に応じ、文部科学大臣の定める

設備、編制その他に関する設置基準に従い、これ

を設置しなければならない。」とあり、小学校設置

基準第9条第1項で、校舎には普通教室と特別教

室等を設置するとしている。しかしながら福間南

小学校には図工室や家庭科室が設置されておら

ず、必要最低限の学習権を保障する教育環境が確

保されていない。誰一人取り残さない教育環境の

整備に向けての現状認識、打開策及び教育施設建

設準備基金の活用等について問う。 

② 福間南小学校の過大規模緩和対策に向けた適正

規模・適正配置計画、また校区外通学制度の受け

入れ校整備に向けた学校施設等長寿命化計画等

について問う。 

③ 本市の小・中学校においても、いじめの認知件数

や不登校の児童・生徒は増え続けている。子ども

たちが安心して学び育つ、誰一人取り残さない教

育環境の整備に欠くことができないスクールソー

シャルワーカーとスクールカウンセラーの配置状

況に関し、認識、増員及び常勤化等について問う。 

 

 

２.子どもの権利保

障に向けた子ど

も条例の制定に

ついて 

 

子どもの権利保障に向けた子どもの権利条例の制定、

相談機関及び救済機関整備等について問う。 

 

 

 

 



令和７年第５回 福津市議会定例会一般質問（令和７年６月） 

10 
 

３．地域と共にある

学校づくりにお

ける新設校の防

災対策について 

 

 

 

 

 

 

本市のコミュニティ・スクールでは、学校・家庭・地域が

連携・共働し、「地域とともにある学校づくり」と「学校

を核とした地域づくり」を推進している。新設校にお

いて、高潮・ため池・洪水浸水想定区域への盛り土造

成での建設後は、建設前より最大想定で 175 ㎝にま

で浸水被害が悪化することが市の調査で明らかに

なった。気候変動により想定外の自然災害が頻発す

る昨今、子どもたちの命、周辺地域住民の命と財産を

守るための防災対策等及び市民への説明等について

問う。 

 

 

４．松林保全に向け

た薬剤散布等に

ついて 

毎年、松くい虫防除薬剤散布等が実施されているが、

薬剤散布状況、効果の検証、生物多様性保全への影

響及び健康被害等について問う。 

 

 

 
  


